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七
、
八
重
山
側
の
史
料

八
重
山
側
の
史
料
の
中
で
『
八
重
山
島
年
来
記
』、『
長
栄
姓
大
宗
信
保
家
譜
』、『
山
陽
姓
大
宗
長
光
家
譜
』、
一
八
〇
九
年
に
憲
章
姓
一

門
会
が
作
成
し
た
『
口
上
覚
』（
請
願
書
）
な
ど
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

１．
『
八
重
山
島
年
来
記
』

八
重
山
蔵
元
の
「
行
政
日
誌
の
抄
録
」（
人
事
往
来
、
村
落
の
移
動
、
人
口
変
動
等
、
天
災
地
変
な
ど
）
の
よ
う
な
前
近
代
歴
史
を
理
解

す
る
上
で
不
可
欠
な
基
本
史
料
が
『
八
重
山
島
年
来
記
』
で
あ
る
。
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室
『
石
垣
市
史
叢
書
13

八
重
山
島
年
来
記
』

（
一
九
九
九
年
／
石
垣
市
）
の
「
弘
治
十
三
庚
申
（
一
五
〇
〇
）
年
」
の
項
に
は
「
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
の
乱
」
の
翻
刻
文
と

要
約
が
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

【
原
文
】

察
度
王
加
那
志
御
世
代
洪
武
二
十
三
年
庚
午
よ
里

先
島
通
融
相
始
、
年
貢
無
懈
怠
相
勤
来
候
処
、
大
浜
村
赤
蜂
堀
川
原
与

申
弐
人
之
者
変
心

を
企
対
御
国
ヲマ
マ

三
、
四
年
振
年
貢
留
置
候
、
島
中
之
者
共
押
而

身
方
江

引
入
、
長
多
大
父
茂

同
心
仕
候
様
与

強
而

相
催
候
得
共
、
長
多
大
父
者

謀
叛
之
思
無
之
由
絶
而

無
同
心
ニ
付
、
両
人
妬
長
多
大
父
可
致
殺
害
企
相
見
得
候
、
依
之
長
多
大
父
方
々
迯
隠
、
及
度
々
危
場
共
有
之
候
得

共
、
幸
凌
其
難
ヲ
古
見
与

申
離
江

迯
渡
、
穴
屋
ニ
籠
罷
在
候
、
然
処
右
変
心
之
様
子
御
国
江

相
聞
得
、
兵
船
四
拾
艘
余
被
差
向
候
、
折
節
長

多
大
父
致
喜
悦
、
古
見
島
よ
里

小
舟
漕
出
御
使
者
御
船
を
奉
迎
、
則
案
内
者
ニ
而

謀
叛
人
討
治
候
、
依
其
忠
節
長
多
大
父
事
古
見
大
首
里
大

屋
子
石
垣
之
頭
職
被
仰
付
、
当
島
之
頭
是
よ
里

相
始
り
申
候

附
、
諸
村
役
人
段
々
立
始
ル
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【
要
約
】

察
度
王
の
時
代
、
洪
武
二
十
三
（
一
三
九
〇
）
年
庚
午
か
ら
、
先
島
が
通
交
を
始
め
、
年
貢
も
滞
り
な
く
納
め
て
き
た
が
、
大
浜
村
の
赤
蜂

堀
川
原
と
い
う
二
人
の
者
が
心
変
わ
り
し
て
、
首
里
王
府
に
対
し
て
、
三
、
四
年
間
年
貢
を
滞
納
し
た
。
島
中
の
者
を
強
要
し
て
味
方
に
引

き
入
れ
、
長
多
大
主
も
同
調
す
る
よ
う
に
と
強
い
て
さ
そ
っ
た
が
、
長
多
大
主
は
謀
叛
の
気
持
は
な
い
と
、
ず
っ
と
同
調
し
な
か
っ
た
の
で
、

二
人
は
そ
の
こ
と
を
ね
た
み
、
長
多
大
主
を
殺
害
し
よ
う
と
た
く
ら
ん
で
い
た
。
そ
れ
で
長
多
大
主
は
方
々
へ
逃
げ
隠
れ
、
た
び
た
び
危
う

い
場
面
も
あ
っ
た
が
、
幸
い
そ
の
難
を
の
が
れ
西
表
島
の
古
見
に
逃
げ
て
渡
り
、
穴
屋
に
こ
も
っ
て
い
た
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
こ
の

謀
叛
の
よ
う
す
が
首
里
王
府
に
知
ら
れ
、
兵
船
四
〇
艘
余
が
派
遣
さ
れ
た
。
そ
の
時
、
長
多
大
主
は
お
お
い
に
喜
び
、
古
見
か
ら
小
舟
を
漕

ぎ
出
し
て
王
府
の
使
者
を
迎
え
た
。
そ
し
て
案
内
者
と
な
り
謀
叛
人
を
討
ち
果
し
た
。
そ
の
忠
節
に
よ
っ
て
長
多
大
主
は
古
見
大
首
里
大
屋

子
石
垣
の
頭
職
に
任
命
さ
れ
た
。
八
重
山
の
頭
職
は
こ
れ
か
ら
始
ま
っ
た
。

つ
け
た
り
。
諸
村
の
役
人
も
次
第
に
任
命
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
『
球
陽
』
や
『
忠
導
氏
系
図
家
譜
正
統
』、『
八
重
山
島
年
来
記
』
で
は
、
三
〜
四
年
間
大
浜
村
の
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ

ワ
ラ
が
王
国
へ
の
年
貢
を
止
め
、
島
中
に
賛
同
者
を
集
い
謀
反
を
企
て
て
反
旗
を
翻
し
宮
古
島
を
攻
め
ん
と
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
対
し

て
宮
古
の
仲
宗
根
豊
見
親
と
琉
球
王
国
の
連
合
軍
が
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
ら
を
平
定
し
て
い
る
。『
球
陽
』
で
は
、
オ
ヤ
ケ
ア

カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
を
「
遠
弥
計
赤
蜂
保
武
川
」
と
記
し
て
い
て
一
人
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、『
忠
導
氏
系
図
家
譜
正
統
』
に
は

「
大
浜
の
赤
蜂
兄
弟
」
と
記
さ
れ
、
ま
た
『
八
重
山
島
年
来
記
』
に
は
、「
赤
蜂
堀
川
原
と
い
う
二
人
の
者
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
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２．
『
長
榮
姓
大
宗
家
譜
』（
長
榮
姓
家
譜
序
・
元
祖
信
保
石
垣
親
雲
上
　
二
世
信
休
）

【
原
文
】

長
榮
姓
家
譜
序

問
之
吾
元
祖
石
垣
親
雲
上
信
保
者

尚
真
王
代
之
人
也
本
嶋
賊
首
堀
川
原
赤
蜂
絶
貢
謀
叛
中
山
時
將
大
里
等
征
討
厥
罪
有
忠
功
深

嘉
將
大
里
新
設
頭
職
擢
授
其
任
至
今
二
百
餘
年
矣
子
孫
蕃
衍
代
陞
仕
籍
而
家
庭
榮
華
矣

然
本
嶋
無
有
家
譜
故
照
穆
己
亂
長
幼
失
序
而
祖

宗
功
業
不
可
得
而
知
也

尚
敬
王
世
代
康
煕
五
十
二
年
癸
巳
在
番
奥
武
親
雲
上
雍
正
三
年
乙
己
在
番
當
銘
親
雲
上
之
時
本
嶋
役
人
等
題
請
纂
修
家
譜
之
事
至
テ
七
年
巳

酉
山
陽
氏
宮
良
親
雲
上
長
亮
朝
貢
以
入
中
山
亦
而
乞

陳
奏
前
事
幸

兪
允
則
昭
穆
弗
亂
長
幼
己
序
而
前
代
功
業
亦
無
有
忘
却
者
也
人
民

歡
喜
手
舞
足
踏
感
激
無
他
茲
吾
纂
修
家
譜
一
巻
永
傳
テ
子
孫
以
為
家
之
至
寶
也
冀
乎
吾
世
代
子
孫
仰
體

聖
恩
之
浩
蕩
倚
思
吾
祖
之
功
勲
而
感
起
仁
孝
愈
勵
忠
義
孜
々
然
而
若
勤
之
以
埀
後
代
千
古
不
朽
焉
云
々

大
清
雍
正
十
一
年
歳
次
癸
丑
臘
月
穀
旦
裔
孫
信
周

謹
誌
焉

【
要
約
】

長
栄
姓
家
譜
序

問
う
る
に
我
が
元
祖
石
垣
親
雲
上
信
保
は
、
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尚
真
王
代
（
一
四
七
七
〜
一
五
二
六
年
）
の
人
な
り
。
本
島
（
八
重
山
島
）
に
の
賊
首
堀
川
原
赤
蜂
、
貢
を
絶
ち
て
中
山
に
謀
叛
し
、
将
に

大
里
ら
そ
の
罪
を
征
討
す
る
の
時
、
忠
功
あ
り
て
、
深
く
嘉
を
こ
う
む
り
て
将
に
大
里
を
し
て
新
設
の
頭
職
を
擢
授
さ
る
。
そ
の
任
、
今
に

二
百
余
年
に
至
る
。
子
孫
蕃
衍
し
代
陞
仕
籍
し
て
、
家
庭
栄
華
す
。
し
か
る
と
い
え
ど
も
、
本
島
家
譜
あ
る
な
き
故
に
昭
穆
す
で
に
乱
れ
、

長
幼
の
序
を
失
い
て
、
祖
宗
の
功
業
を
知
り
う
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

尚
敬
王
世
代
（
一
七
一
三
〜
五
一
年
）、
康
煕
五
十
二
（
一
七
一
三
）
年
癸
巳
、
在
番
奥
武
親
雲
上
、
雍
正
三
（
一
七
二
五
）
年
乙
巳
、
在

番
当
銘
親
雲
上
の
時
、
本
島
役
人
ら
纂
修
家
譜
の
こ
と
を
題
請
し
、
雍
正
七
（
一
七
二
九
）
年
己
酉
に
至
り
て
山
陽
氏
宮
良
親
雲
上
長
亮

（
一
六
六
九
〜
一
七
三
〇
年
）、
朝
貢
し
も
っ
て
中
山
に
入
り
、
ま
た

陳
奏
前
の
こ
と
を
乞
う
。
幸
い
兪
允
を
こ
う
む
り
、
す
な
わ
ち
昭
穆

乱
れ
ず
、
長
幼
す
で
に
序
し
て
、
前
代
の
功
業
ま
た
忘
却
あ
る
な
き
も
の
な
り
。
人
民
子
孫
を
も
っ
て
家
の
至
宝
た
る
な
り
。
こ
い
ね
が

は
く
ば
、
わ
が
世
代
子
孫

聖
恩
の
浩
蕩
を
て
い
し
あ
お
ぎ
、
ふ
し
て
我
が
祖
の
功
勲
を
思
う
て
仁
孝
を
感
起
し
、
い
よ
い
よ
忠
義
を
お
こ
た
ら
ず
に
励
み
、
し
か
り
し

こ
う
し
て
し
た
が
い
て
勤
め
、
後
代
に
垂
し
て
千
古
不
朽
と
云
々
。

時
に
大
清
雍
正
十
一
（
一
七
三
三
）
年
歳
次
癸
丑
臘
月
穀
旦
、
裔
孫
（
長
栄
氏
七
世
）
信
周
（
一
六
六
六
〜
一
七
三
三
年
）、
謹
み
て
誌
す
る
。

【
原
文
】

『
長
榮
姓
家
譜
大
宗
』

紀
録

元
祖
信
保
石
垣
親
雲
上

童
名
眞
與
蒲
、
號
開
源
、
生
壽
不
傳
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父
宮
古
嶋
忠
導
氏
之
後
胤
也
、
其
名
及
生
壽
不
傳

母
長
多
堂
邑
任
長
多
司
女
宇
那
利
盛
、
號
慈
光
、
生
寿
不
詳

室
不
知
為
何
人
之
女
、
号
一
貞
、
歴
年
久
遠
其
名
及
生
壽
不
詳

長
男
信
休
　
大
城
與
人

尚
眞
王
世
代

察
度
王
時
八
重
山
始
通
中
山
毎
年
納
貢
後
至
弘
治
十
三
年
庚
申
有
堀
川
原
及
赤
蜂
者
二
人
絶
貢
謀
叛
衆
皆
從
之
信
保

獨
守
臣
節
不
敢
從

叛
因
此
赤
蜂
等
有
加
害
之
心
信
保

避
害
遁
有
古
見
嶋
此
事
傳
聞
テ
中
山
時

王
尚
眞
命
大
里
親
雲
上
等
九

大
將
為
二
月
率
軍
征
討
信
保

遠
出
於
冨

之
沖
迎
接
王
師
為
郷
導
使
攻
伐
赤
蜂
等
無
力
可
戰
遂
伏
誅

罪
其
餘
皆
降
服
焉

王
深
嘉
信
保
之
功
特
擢
為
古
見
大
首
里
大
屋
子
後
改
稱
石
垣
八
重
山
頭
職
從
此
而
始
俗
曰
長
多
大
父
者
此
人
也

其
妹
有
眞
市
者
官
軍
来
到
之
時
飄
自
飛
上
官
軍
船
大
呼
曰
吾
撰
金
神
也
可
守
護
官
軍
船

征
賊
兵
因
此
官
勵
勇
大
進
遂
滅
賊
兵
要
奏
凱
而
帰
眞
市
復
入
美
崎
山
齊
戒
絶

食
念
祈
吾
王
之
師
無
恙
帰
國
後
其
船
隻
杲
皆
無
恙
因
是
國
王
大
喜
特
賜
御
衣
又
召
眞
市
與
其
姪
宇
那
利
但
到
中
山
深

褒
封
眞
市
為
大
阿
母
職
時
眞
市
奏
允
譲
授
其
姪

於
宇
那
利
身
稱
撰
金
神
名
此
時
眞
市
宇
那
利
盛
毎
一
位

賜
簪
一
股
美
玉
乙
貫
大
阿
母
職
及
美
崎
御
嶽
從
此
而
始
矣
今
航
海
者
不
論
官

人
民
皆
祷
是
嶽
而
行
矣
又
有

弟
二
人
名
曰
那
礼
當
那
礼
重
利
赤
蜂
等
謀
叛
時
為
嶋
長
不
敢
随
叛
故
赤
蜂
等
悪
之
殺
害
又
有
妹
古
市
者
赤
蜂
妻
也
故
赤
蜂
等
謀
叛
之
時
與
夫
共
被
誅
生
日
忌
日
不
詳

二
世
信
休
　
大
城
與
人

童
名
保
久
利
盛
、
號
建
徳
、
行
一
、
生
壽
不
詳

父
信
保

母
不
知
為
何
人
女
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室
不
知
為
何
人
女
、
号
即
心
、
歴
年
久
遠
其
名
及
生
壽
不
詳

長
男
信
有

尚
眞
王
世
代

弘
治
年
間
、
任
大
城
與
人
職
、
歴
年
久
遠
官
級
位
階
不
詳

【
要
約
】

『
長
栄
姓
系
図
家
譜
大
宗
』

記
録

元
祖
信
保
、
石
垣
親
雲
上
。

童
名
は
真
与
蒲
、
号
は
開
源
、
生
寿
伝
わ
ら
ず
。

父
は
宮
古
島
忠
導
氏
の
後
胤
な
り
〈
そ
の
名
及
び
生
寿
伝
わ
ら
ず
〉。

母
は
長
多
堂
邑
の
長
多
司
の
娘
宇
那
利
盛
〈
号
は
慈
光
、
生
寿
不
詳
〉。

室
（
妻
）
は
何
人
の
娘
た
る
か
知
れ
ず
。
号
は
一
貞
。
歴
年
久
遠
に
し
て
そ
の
名
及
び
生
寿
不
詳
。

長
男
は
信
休
〈
大
城
与
人
〉。

尚
真
王
世
代
（
一
四
七
七
〜
一
五
二
六
年
）。

察
度
王
の
時
、
八
重
山
は
じ
め
て
中
山
に
通
じ
、
毎
年
、
貢
を
納
む
。
の
ち
弘
治
十
三
（
一
五
〇
〇
）
年
庚
申
に
至
り
て
、
堀
川
原
及

赤
蜂
の
二
人
あ
り
て
、
貢
を
絶
ち
て
謀
叛
す
。
衆
み
な
こ
れ
に
従
う
。
信
保
、
ひ
と
り
臣
節
を
守
り
、
あ
え
て
叛
に
従
わ
ず
。
こ
れ
に

よ
り
、
赤
蜂
ら
加
害
の
心
あ
り
。
信
保
、
害
を
避
け
古
見
島
に
あ
り
て
の
が
れ
る
。
こ
の
こ
と
中
山
に
伝
聞
す
の
時
、
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王
尚
真
、
大
里
親
雲
上
ら
九
員
の
大
将
に
命
じ
、
二
月
軍
を
率
い
て
征
討
を
な
す
。
信
保
、
遠
出
し
て
冨
崎
の
沖
に
迎
接
し
、
王
師
の

郷
導
使
と
な
り
赤
蜂
ら
を
攻
伐
す
。
つ
い
に
誅
罪
に
伏
し
、
そ
の
余
、
皆
降
伏
す
。

王
、
深
く
信
保
の
功
を
嘉
し
、
特
に
ぬ
き
ん
で
て
古
見
大
首
里
大
屋
子
と
な
す
。
の
ち
改
め
て
石
垣
八
重
山
頭
職
と
称
し
、
こ
れ
よ
り

始
ま
る
。
俗
に
長
多
大
父
と
い
う
者
、
こ
の
人
な
り
。

そ
の
妹
真
市
（
真
乙
姥
）
あ
り
て
官
軍
来
到
の
時
、
自
ら
飛
上
し
飄
し
て
官
軍
船
を
大
い
に
呼
び
て
い
わ
く
、
我
撰
金
神
な
り
、
官
軍

船
を
守
護
し
賊
兵
を
う
つ
べ
し
。
こ
れ
に
よ
り
官
、
励
勇
大
進
し
て
つ
い
に
賊
兵
を
滅
し
、
奏
凱
を
要
し
て
帰
る
。
真
市
ま
た
美
崎

山
に
入
り
て
斎
戒
絶
食
し
て
、
我
が
王
の
師
の
つ
つ
が
な
き
帰
国
を
念
祈
す
。
の
ち
そ
の
船
隻
は
た
し
て
皆
つ
つ
が
な
し
。
こ
れ
に
よ

り
、
国
王
大
い
に
喜
し
、
と
く
に
御
衣
を
賜
る
。
ま
た
真
市
と
そ
の
姪
宇
那
利
（
多
田
屋
遠
那
利
）
を
召
し
、
中
山
に
到
り
て
ふ
か
く

褒
封
を
こ
う
む
り
、
真
市
を
大
阿
毋
職
と
な
す
。
時
に
真
市
奏
允
し
、
そ
の
姪
宇
那
利
に
お
い
て
譲
授
し
て
、
自
身
は
撰
金
神
と
称
す
。

こ
の
時
、
真
市
・
宇
那
利
盛
毎
一
位
に
こ
う
む
り
て
簪
一
股
・
美
玉
乙
貫
を
賜
る
。
大
阿
母
職
及
び
美
崎
御
嶽
、
こ
れ
よ
り
始
ま
る
。

今
、
航
海
す
る
者
は
論
ぜ
ず
、
官
員
人
民
皆
、
こ
の
獄
を
祷
し
て
行
く
。
ま
た
弟
二
人
あ
り
て
、
名
を
那
礼
当
・
那
礼
重
利
と
い
う
。

赤
蜂
ら
謀
叛
の
時
、
島
長
と
し
て
あ
え
て
叛
に
し
た
が
わ
ざ
る
た
め
、
故
に
赤
蜂
ら
悪
し
て
殺
害
す
。
ま
た
妹
あ
り
て
古
市
（
古
乙
姥
）

と
い
い
、
赤
蜂
妻
な
る
故
、
赤
蜂
ら
謀
叛
の
時
、
夫
と
と
も
に
誅
さ
る
〈
生
日
・
忌
日
不
詳
〉。

二
世
信
休
　
大
城
与
人
。

童
名
は
保
久
利
盛
、
号
は
建
徳
。
長
男
。
生
寿
は
不
詳
。

父
は
信
保
。

母
は
何
人
の
娘
た
る
か
知
れ
ず
。

室
は
何
人
の
娘
た
る
か
知
れ
ず
。
号
は
即
心
、
歴
年
久
遠
に
し
て
そ
の
名
お
よ
び
生
年
・
享
年
は
不
詳
。
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長
男
は
信
有
。

尚
真
王
の
世
代
（
一
四
七
七
〜
一
五
二
六
年
）。

弘
治
年
間
（
一
四
八
八
〜
一
五
〇
五
年
）、
大
城
与
人
職
に
任
じ
ら
れ
る
。
歴
年
久
遠
に
し
て
官
級
・
位
階
は
不
詳
。

３．
『
山
陽
姓
大
宗
系
図
家
譜
』（
山
陽
姓
家
譜
序
）

『
山
陽
姓
大
宗
長
光
』
家
譜
の
序
文
の
中
に
、
山
陽
姓
大
宗
長
光
の
先
祖
・
那
礼
当
と
一
五
〇
〇
年
の
「
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ

ラ
の
乱
」
と
の
関
わ
り
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
原
文
と
要
約
が
『
石
垣
市
史
叢
書
６
　
山
陽
姓
大
宗
系
図
家
譜
』（
一
九
九
四
年
／

石
垣
市
）
の
中
に
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

【
原
文
】

（
略
）
夫
天
下
諸
家
之
正
統
者
一
門
之
綱
領
也
、
詳
之
則
支
流
随
之
、
不
問
世
之
遠
近
皆
祖
宗
一
人
之
自
玉
体
分
来
、
血
脈
貫
通
、
而
如
有

木
之
枝
葉
均
一
体
之
子
孫
也
、
誰
敢
無
不
顧
思
祖
宗
者
乎
、
於
于
茲
尋
旧
記
伝
聞
等
究
当
家
之
根
源
、
備
後
世
之
子
孫
使
知
本
之
系
譜
矣
、

粤
吾

元
祖
宮
良
親
雲
上
長
光
之
始
宗
者

那
礼
当
其
人
也
、
同
人
嫡
子
美
良
底
首
里
大
屋
子
、
童
名
保
久
利
思
二
世
、
同
人
嫡
子
美
良
底
首
里
大
屋
子
、
童
名
不
詳
三
世
、
同
人
嫡

子
美
良
底
仁
屋
、
童
名
保
久
利
思
四
世
、
同
人
嫡
子
者
則
吾
元
祖
宮
良
親
雲
上
長
光
、
童
名
祖
良
広
五
世
之
人
也
、
始
宗
那
礼
当
以
来
、

至
保
久
利
思
美
良
底
仁
屋
、
各
位
之
令
閨
不
知
為
何
人
之
女
、
共
々
生
卒
寿
命
不
詳
矣
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那
礼
当
者
兄
長
田
大
父
、
弟
那
礼
重
利
、
妹
真
乙
姥
・
古
乙
姥
有
五
人
之
兄
弟
姉
妹
、
父
者
宮
古
島
忠
導
氏
之
後
裔
、
其
名
曁
生
卒
寿
命

不
詳
、
母
者
長
田
堂
邑
住
長
田
司
女
宇
那
利
盛
、
生
卒
寿
命
不
詳
矣
、
于
長
栄
姓
之
元
祖
長
田
大
父
之
家
譜
悉
有
記
載
矣

那
礼
当
者
、
弘
治
年
間

尚
真
王
世
代
、
当
島
大
浜
邑
赤
蜂
堀
川
原
二
人
之
賊
党
対
于

王
府
企
変
心
、
四
ヶ
年
間
年
貢
抑
留
、
島
民
全
部
令
同
心
、

之
為
島
長
者
長
田
大
父
、
曁
那
礼
当
・
那
礼
重
利
、
川
平
村
仲
間
満
慶
山
、

波
照
間
邑
シ
ヽ
カ
ト
ノ
等
之
五
人
、
亦
同
心
雖
催
敢
不
従
、
故
彼
等
深
抱
嫉
妬
殺
害
之
悪
計
及
数
度
、
于
終
那
礼
当
・
那
礼
重
利
・
仲
間

満
慶
山
・
シ
ヽ
カ
ト
ノ
四
人
者
、
赤
蜂
之
逢
毒
手
、
長
田
大
父
者
方
々
遁
穏
而
漸
免
危
難
、
折
節
、
国
王
其
由
聞
召
、
即
軍
船
押
立
被
差

渡
、
其
時
長
田
大
父
雀
躍
出
古
見
島
問
軍
船
迎
、
将
士
勇
進
為
案
内
者
、
討
平
赤
蜂
等
之
賊
党
、
長
田
大
父
之
妹
古
乙
姥
者
赤
蜂
之
為
妻

故
、
夫
共
被
討
亡
随
而
部
下
之
逆
徒
悉
降
服
島
中
静
謐
治
也
、
又
同
人
妹
真
乙
姥
者
守
節
義
主
君
之
為
撰
金
神
女
名
乗
、
登
軍
船
可
守
王

軍
神
之
詫
宣
告
将
士
、
猶
美
崎
神
山
伏
籠
断
食
祈
願
、
壱
週
間
願
意
通
天
神
、
四
十
六
隻
之
軍
船
海
上
平
穏
于
同
時
着
那
覇
港
、
神
之
冥

護
豈
可
不
感
乎
、
因
而
右
両
人
忠
節
之
程

国
王
大
嘉
之
、
為
褒
美
任
賜
長
田
大
父
本
島
之
頭
役
、
真
乙
姥
大
阿
母
職
蒙
、
鴻
恩
感
激
無
彊
矣
、
当
島
之
頭
役
曁
大
阿
母
職
従
是
始
也
、

那
礼
当
外
三
人
之
苦
戦
苦
闘
忠
死
之
状
、
達
于
　
上
聞
、
深
垂
賜
憫
恤
、
以
其
勲
功
那
礼
当
之
幼
子
美
良
底
首
里
大
屋
子
職
、
仲
間
満
慶

山
之
男
子
八
人
共
首
里
大
屋
子
役
、
シ
ヽ
カ
ト
ノ
之
男
子
三
人
与
人
役
、
女
子
三
人
共
女
頭
職
被

仰
付
蒙
冥
加
無
此
上
名
誉
不
朽
于
今
伝
、
因
而
暫
記
所
見
聞
之
古
伝
以
待
後
之
識
者
而
巳
矣

【
要
約
】

（
略
）
世
の
中
の
諸
家
の
正
統
は
一
門
の
大
本
で
あ
る
。
こ
れ
を
詳
び
ら
か
に
す
れ
ば
、
支
流
こ
れ
に
し
た
が
う
。
世
代
の
遠
近
を
問
わ
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ず
、
皆
、
祖
先
一
人
の
身
体
か
ら
分
れ
て
血
液
は
貫
通
し
て
い
る
。
木
に
枝
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
ひ
と
し
く
一
つ
の
子
孫
で
あ
る
。
誰
が

祖
先
を
顧
り
思
わ
な
い
者
が
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
旧
記
や
伝
聞
な
ど
を
尋
ね
て
、
当
家
の
根
源
を
き
わ
め
て
、
後
世
の
子
孫
に
備
え
て
、

本
の
系
譜
を
知
ら
し
め
る
。
こ
こ
に
我
が

元
祖
宮
良
親
雲
上
長
光
の
初
代
の
先
祖
は
、

那
礼
当
そ
の
人
で
あ
る
。
そ
の
嫡
子
の
美
良
底
首
里
大
屋
子
は
童
名
は
保
久
利
思
で
二
世
。
そ
の
嫡
子
の
美
良
底
首
里
大
屋
子
は
童
名
は

不
詳
で
三
世
。
そ
の
嫡
子
の
美
良
底
仁
屋
は
童
名
は
保
久
利
思
で
四
世
。
そ
の
嫡
子
は
我
が
元
祖
宮
良
親
雲
上
長
光
で
、
童
名
は
祖
良
広

で
五
世
で
あ
る
。
那
礼
当
か
ら
四
世
の
保
久
利
思
美
良
底
仁
屋
ま
で
の
各
人
の
夫
人
は
、
誰
の
娘
で
あ
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
ま
た
各
人

の
生
年
・
死
没
・
享
年
も
不
詳
で
あ
る
。

那
礼
当
に
は
、
兄
の
長
田
大
父
、
弟
の
那
礼
重
利
、
妹
の
真
乙
姥
・
古
乙
姥
の
五
人
の
兄
弟
姉
妹
が
い
た
。
父
は
宮
古
島
の
忠
導
氏
の
後

裔
で
あ
る
が
、
そ
の
名
お
よ
び
生
年
・
死
没
・
享
年
は
不
詳
で
あ
る
。
母
は
長
田
堂
村
に
住
む
長
田
ツ
カ
サ
の
娘
、
宇
那
利
盛
で
生
年
・

死
没
・
享
年
は
不
詳
で
あ
る
。
長
栄
姓
の
元
祖
、
長
田
大
父
の
家
譜
に
す
べ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

那
礼
当
は
、
弘
治
年
間
（
一
四
八
八
〜
一
五
〇
五
年
）
の

尚
真
王
の
世
代
（
一
四
七
七
〜
一
五
二
六
年
）
に
、
石
垣
島
の
大
浜
村
の
赤
蜂
・
堀
川
原
と
い
う
二
人
の
賊
党
が

王
府
に
対
し
て
逆
心
を
企
て
、
四
か
年
間
年
貢
上
納
を
止
め
、
島
民
を
全
部
協
力
さ
せ
た
。
当
時
、
島
の
長
者
で
あ
る
長
田
大
父
お
よ
び
　

那
礼
当
・
那
礼
重
利
、
川
平
村
の
仲
間
満
慶
山
、
波
照
間
村
の
シ
シ
カ
ト
ノ
な
ど
の
五
人
も
ま
た
協
力
を
う
な
が
さ
れ
た
が
、
あ
え
て
従

わ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
赤
蜂
ら
は
深
く
ね
た
み
、
殺
害
し
よ
う
と
の
悪
計
は
数
度
に
お
よ
ん
だ
。
つ
い
に
那
礼
当
・
那
礼
重
利
・
仲
間

満
慶
山
・
シ
シ
カ
ト
ノ
の
四
人
は
、
赤
蜂
の
毒
手
に
あ
っ
た
。
長
田
大
父
は
方
々
に
逃
げ
隠
れ
て
よ
う
や
く
危
難
を
ま
ぬ
が
れ
た
。
ち
ょ

う
ど
そ
の
時
、
国
王
は
そ
の
事
情
を
お
聞
き
に
な
り
、
す
ぐ
軍
船
を
仕
立
て
て
派
遣
し
た
。
そ
の
時
、
長
田
大
父
は
こ
お
ど
り
し
て
喜
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び
、
古
見
を
出
て
征
討
の
軍
船
を
迎
え
た
。
将
士
は
勇
み
進
み
、
案
内
者
と
し
て
赤
蜂
ら
の
賊
党
を
討
ち
平
ら
げ
た
。
長
田
大
父
の
妹
、

古
乙
姥
は
赤
蜂
の
妻
な
の
で
夫
と
と
も
に
討
ち
亡
ぼ
さ
れ
た
。
そ
し
て
部
下
の
逆
徒
も
す
べ
て
降
服
し
、
島
中
は
お
だ
や
か
に
治
ま
っ

た
。
ま
た
長
田
大
父
の
妹
、
真
乙
姥
は
節
義
を
守
り
主
君
の
た
め
、
撰
金
（
エ
ラ
ビ
ン
ガ
ニ
）
の
神
女
と
名
乗
り
、
軍
船
に
登
っ
て
、「
王

軍
を
守
る
べ
し
」
と
の
神
の
託
宣
を
将
士
に
告
げ
た
。
な
お
、
美
崎
神
山
に
伏
し
籠
り
、
断
食
し
て
一
週
間
祈
願
し
た
。
願
意
は
天
神
に

通
じ
、
四
六
隻
の
軍
船
は
海
上
を
平
穏
に
航
海
し
て
、
同
時
に
那
覇
港
に
着
い
た
。
神
の
冥
護
を
感
じ
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
よ
っ
て

こ
の
二
人
の
忠
節
の
ほ
ど
を
国
王
は
大
い
に
ほ
め
た
。
褒
美
と
し
て
長
田
大
父
を
八
重
山
の
頭
職
に
任
じ
、
真
乙
姥
は
大
阿
母
職
を
賜
わ

る
と
い
う
大
き
な
め
ぐ
み
を
蒙
む
り
、
感
激
す
る
こ
と
き
わ
ま
り
な
か
っ
た
。
八
重
山
の
頭
職
お
よ
び
大
阿
母
職
は
、
こ
れ
よ
り
始
ま
っ

た
。
那
礼
当
ほ
か
三
人
の
苦
戦
苦
闘
、
忠
死
の
事
情
は
国
王
が
お
聞
き
に
な
り
、
深
く
お
憐
れ
み
に
な
っ
た
。
そ
の
勲
功
で
那
礼
当
の

幼
子
は
美
良
底
首
里
大
屋
子
職
に
、
仲
間
満
慶
山
の
男
子
八
人
と
も
に
首
里
大
屋
子
役
に
、
シ
シ
カ
ト
ノ
の
男
子
三
人
は
与
人
役
に
、
女

子
三
人
は
女
頭
職
に

仰
せ
つ
け
ら
れ
る
幸
せ
を
蒙
っ
た
。
こ
の
上
な
い
名
誉
で
不
朽
に
し
て
今
に
伝
わ
る
。
よ
っ
て
と
り
あ
え
ず
、
見
聞
し
た
古
い
伝
え
を

記
し
、
そ
う
し
て
後
の
識
者
を
ま
つ
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
長
栄
姓
大
宗
信
保
』
や
『
山
陽
姓
大
宗
長
光
』
の
家
譜
か
ら
み
る
と
、
山
陽
姓
大
宗
長
光
の
先
祖
・
那
礼
当
と
長
栄
姓
大

宗
信
保
（
長
田
大
父
）
は
兄
弟
で
あ
る
。
弟
の
三
男
・
那
礼
重
利
、
妹
の
長
女
・
真
乙
姥
（
真
市
）、
二
女
・
古
乙
姥
（
古
市
）
の
五
人
の

兄
弟
姉
妹
が
い
る
。

父
は
宮
古
島
の
忠
導
氏
仲
宗
根
豊
見
親
玄
雅
の
子
孫
（
父
と
言
わ
れ
る
『
忠
導
氏
系
図
家
譜
正
統
』
の
「
元
祖
玄
雅
仲
宗
根
豊
見
親
」
の

項
に
は
、
長
田
大
翁
主
・
那
礼
当
・
真
乙
姥
な
ど
に
つ
い
て
一
言
も
記
さ
れ
て
い
な
い
）。
母
は
字
石
垣
の
長
田
堂
村
に
住
む
長
田
ツ
カ
サ
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娘
の
宇
那
利
盛
と
記
さ
れ
て
い
る
。
妹
の
古
乙
姥
（
古
市
）
は
、
ア
カ
ハ
チ
（
赤
蜂
）
に
嫁
い
だ
の
で
、
ア
カ
ハ
チ
謀
反
の
時
に
と
も
に
殺

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
一
五
〇
〇
年
大
浜
村
の
赤
蜂
（
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
）
・
堀
川
原
（
ホ
ン
カ
ワ
ラ
）
の
二
人
は
、
島
民
が
一
致
協
力
し
、
琉
球
王
国

へ
対
戦
す
る
よ
う
に
兄
の
長
田
大
父
（
長
田
大
翁
主
）、
那
礼
当
、
弟
の
那
礼
重
利
、
川
平
村
の
仲
間
満
慶
山
、
波
照
間
村
の
シ
シ
カ
ト
ノ

ら
の
五
人
に
も
依
頼
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
那
礼
当
ら
五
人
は
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
ら
の
参
戦
の
依
頼
を
断
っ
た
た
め
、
那
礼
当
、
弟
の
那

礼
重
利
、
仲
間
満
慶
山
、
シ
シ
カ
ト
ノ
ら
の
四
人
が
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
に
殺
害
さ
れ
て
い
る
。

『
山
陽
姓
大
宗
長
光
』
家
譜
の
序
文
の
中
で
、
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
に
殺
害
さ
れ
た
那
礼
当
、
弟
の
那
礼
重
利
ら
以
外
の
川

平
村
の
仲
間
満
慶
山
や
、
波
照
間
島
の
シ
シ
カ
ト
ノ
の
後
裔
者
が
誰
な
の
か
が
問
題
で
あ
る
。

４．
『
憲
章
姓
系
図
家
譜
大
宗
』（
元
祖
英
乗
）

川
平
村
出
自
で
仲
間
満
慶
山
が
元
祖
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
一
門
（
一
族
）
が
憲
章
姓
大
宗
英
乗
で
あ
る
。『
憲
章
姓
大
宗
英
乗
』
家
譜
の

英
乗
の
項
に
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
（
原
文
の
句
読
点
は
筆
者
）。

【
原
文
】

憲
章
姓
系
図
家
譜
大
宗

紀
録

元
祖
英
乗
　
石
垣
親
雲
上

童
名
石
戸
能
、
號
徳
峯
、
行
一
、
生
年
月
日
不
詳
萬
歴
二
十
九
年
辛
丑
卒
、
忌
日
壽
不
詳
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父
満
慶
山
長
子
嘉
平
首
里
大
屋
子
、
童
名
佐
嘉
伊
長
子
嘉
平
首
里
大
屋
子
、
童
名
満
慶
山
家
傳

母
不
知
為
何
人
女
子

室
真
比
大
阿
母
。
母
慶
田
盛
村
住
鍋
山
大
阿
母
、
父
母
不
知
何
人
。
號
雄
源
。
萬
歴
年
間
、
任
大
阿
母
職
。
生
壽
不
詳

長
女
鍋
山
大
阿
母
。
萬
歴
年
間
、
擢
大
阿
母
職
。
生
壽
不
詳

嗣
子
英
恒

尚
寧
王
世
代

萬
歴
十
七
年
巳
丑
、
任
頭
職
。
歴
年
久
遠
官
級
位
階
不
詳

【
要
約
】

憲
章
姓
系
図
家
譜
大
宗

紀
録

元
祖
英
乗
　
石
垣
親
雲
上
。

童
名
は
石
戸
能
、
号
は
徳
峯
。
長
男
。
生
年
月
日
は
不
詳
。
万
暦
二
十
九
（
一
六
〇
一
）
年
辛
丑
に
卒
す
。
忌
日
・
享
年
は
不
詳
。

父
は
満
慶
山
の
長
子
嘉
平
首
里
大
屋
子
、
童
名
佐
嘉
伊
の
長
子
嘉
平
首
里
大
屋
子
、
童
名
満
慶
山
と
家
に
伝
う
。

母
は
何
人
の
女
子
た
る
か
知
れ
ず
。

室
は
真
比
大
阿
母
。
そ
の
母
は
慶
田
盛
村
に
住
む
鍋
山
大
阿
母
。
父
母
は
何
人
か
知
れ
ず
。
号
は
雄
源
。
万
暦
年
間
（
一
五
七
三
〜
一
六

二
〇
）
大
阿
母
職
に
任
じ
ら
る
。
生
年
・
享
年
不
詳
。

長
女
は
鍋
山
大
阿
母
。
万
暦
年
間
（
一
五
七
三
〜
一
六
二
〇
年
）、
大
阿
母
職
に
ぬ
き
ん
じ
ら
る
。
生
年
・
享
年
不
詳
。
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嗣
子
は
英
恒
。

尚
寧
王
の
世
代
（
一
五
八
九
〜
一
六
二
〇
年
）。

万
暦
十
七
（
一
五
八
九
）
年
己
丑
、（
石
垣
）
頭
職
に
任
じ
ら
る
。
歴
年
久
遠
に
し
て
官
級
・
位
階
は
不
詳
。

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
初
代
の
父
・
満
慶
山
は
一
五
〇
〇
年
の
八
重
山
の
歴
史
的
な
事
件
で
あ
る
「
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
（
赤
蜂
）
・
ホ
ン
カ

ワ
ラ
（
堀
川
原
）
の
乱
」
の
時
代
に
符
合
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ア
カ
ハ
チ
ら
の
乱
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
一
言
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

た
だ
、
満
慶
山
の
長
子
の
佐
嘉
伊
が
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
ら
の
乱
以
後
に
論
功
行
賞
で
嘉
平
首
里
大
屋
子
の
役
職
に
就
い
て
い
る
。
ま
た
、
満

慶
山
は
嘉
平
の
仲
間
村
を
統
治
し
て
い
た
の
で
、
仲
間
満
慶
山
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

本
家
の
憲
章
姓
大
宗
英
乗
家
で
は
、
八
世
古
見
首
里
大
屋
子
英
等
（
一
七
〇
七
〜
七
二
年
）
死
亡
後
に
願
い
出
て
、
屋
号
ダ
ー
ナ
ー
ヤ
ー

の
九
世
大
浜
英
美
（
一
八
〇
〇
〜
五
三
年
）
が
跡
目
相
続
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
際
に
憲
章
姓
大
宗
英
乗
と
曾
祖
父
で
あ
る
仲
間
満
慶
山
に

つ
い
て
は
、
系
図
訂
正
を
王
国
へ
請
願
し
よ
う
と
し
た
「
口
上
覚
（
請
願
書
）」
が
三
部
あ
る
。
い
つ
頃
の
も
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
一
九

一
〇
年
に
憲
章
姓
一
門
の
系
図
調
査
中
に
発
見
さ
れ
た
と
い
う
。「
口
上
覚
」
に
よ
る
と
、
一
門
の
人
た
ち
が
、
こ
れ
ま
で
英
乗
を
元
祖
と

し
て
い
た
が
、
満
慶
山
以
下
三
代
が
脱
落
し
て
い
る
の
で
家
譜
を
正
し
た
い
、
と
い
う
も
の
で
「
巳
十
一
月
」
と
あ
り
、
以
下
請
願
者
十
名

の
名
が
列
記
し
て
あ
る
。
こ
れ
ら
の
請
願
者
の
各
役
職
を
調
べ
る
と
、「
巳
十
一
月
」
は
一
八
〇
九
年
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

５．
『
口
上
覚
（
請
願
書
）』

一
九
一
〇
年
に
発
見
さ
れ
た
琉
球
王
国
へ
請
願
の
「
口
上
覚
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
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【
原
文
】

口
上
覚一

　
元
祖
嘉
平
首
里
大
屋
子
英
極
童
名
満
慶
山
　
父
元
之
主
　
母
嘉
平
村
仲
間
つ
か
さ
か
も
い

一
　
二
代
嘉
平
首
里
大
屋
子
英
潔
童
名
石
戸
能

一
　
三
代
嘉
平
首
里
大
屋
子
英
文
童
名
真
蒲
戸

一
　
四
代
頭
石
垣
親
雲
上
英
乗
童
名
石
戸
能

右
恐
多
御
座
候
得
共
申
上
矣
、
憲
章
氏
元
祖
者
素
嘉
平
村
に
居
矣
、

尚
真
王
様
御
代

弘
治
年
間
嘉
平
首
里
大
屋
子
職
に
而
矣
処
折
節

当
島
大
濱
赤
蜂
堀
川
原
と
申
者
貮
人
謀
叛
相
企
矣
得
共
、
長
栄
氏
元
祖
頭
石
垣
親
雲
上
信
保
同
意
に
而
臣
節
相
守
就
中
、
首
里
大
屋
子

事
は
武
藝
相
稽
居
矣
付
、
先
打
果
不
申
者
島
中
一
心
打
組
間
敷
と
逆
賊
共
計
事
を
め
ぐ
ら
し
、
仲
す
み
と
申
所
に
、
寄
合
嶋
中
願
事
の

饗
動
を
以
相
招
矣
付
等
閑
差
越
矣
得
ば
、
謀
叛
の
手
に
而
頻
に
申
折
矣
者
上
代
さ
へ
我
侭
之
挙
動
に
而
兵
乱
ヶ
間
敷
義
御
国
元
之
御
蔭

以
来
静
謐
相
治
矣
処
、
謀
叛
差
起
矣
而
は
万
民
騒
動
而
己
な
し
て
為
人
無
君
者
如
何
様
安
堵
可
致
哉
と
同
意
不
仕
に
付
終
に
は
殺
害
の

企
相
見
得
共
場
逃
去
矣
処
野
心
不
相
止
追
添
矣
得
は
大
勢
相
凌
罷
帰
矣
中
途
忍
密
落
穴
相
構
置
矣
を
不
案
内
空
敷
為
相
成
申
折
節
御
国

元
よ
り
討
手
の
兵
船
被
仰
付
謀
叛
打
治
以
後
、
右
臣
節
の
次
第
を
聞
召
上
八
人
の
男
子
首
里
大
屋
子
役
被
仰
付
矣
由
家
伝
の
為
に
て
事

御
座
矣
処
系
図
家
譜
津
波
に
引
流
慥
成
証
式
無
之
故
最
前
組
立
之
砌
是
非
共
込
入
粗
々
敷
記
録
相
記
為
申
上
奉
存
矣
依
て
奉
願
矣
者
御

成
合
如
何
敷
恐
至
極
奉
存
矣
得
共
右
臣
節
仍
今
更
家
譜
相
続
宜
御
冥
加
不
浅
次
第
奉
存
矣
処
、
大
宗
系
図
に
は
四
代
頭
石
垣
親
雲
上
よ

り
元
祖
召
立
以
上
三
代
者
記
録
有
之
迄
に
而
後
代
元
祖
亡
却
之
筋
と
も
相
成
別
而
難
黙
止
事
御
座
矣
間
何
と
ぞ
右
件
御
賢
慮
初
遊
家
譜



84

の
通
元
祖
組
立
矣
様
被
仰
付
被
下
度
奉
願
矣
、
此
旨
宜
様
御
取
成
可
被
下
儀
奉
頼
矣

以
上

己
十
一
月

憲
章
氏
　
耕
作
筆
者

森
元
に
や

同
　
　
波
照
間
に
や

同
　
　
杣
山
筆
者

黒
島
筑
登
之

同
　
　
若
文
子

亀
川
に
や

同
　
　
花
城
目
差

同
　
　
与
那
国
目
差

同
　
　
大
筆
者

同
　
　
伊
原
間
与
人

同
　
　
新
城
与
人

同
　
　
桃
原
与
人

右
の
「
口
上
覚
」
の
要
約
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
そ
の
際
請
願
者
の
十
名
の
う
ち
、
判
明
し
た
方
の
名
前
、
生
没
年
、
住
所
、
出
典
家
譜
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名
、
屋
号
名
な
ど
を
筆
者
が
記
し
た
。

【
要
約
】

口
上
覚

一
、
元
祖
は
嘉
平
首
里
大
屋
子
英
極
、
童
名
は
満
慶
山
。
父
は
元
之
主
、
母
は
嘉
平
村
の
仲
間
つ
か
さ
か
も
い
。

一
、
二
代
は
嘉
平
首
里
大
屋
子
英
潔
、
童
名
は
石
戸
能
。

一
、
三
代
は
嘉
平
首
里
大
屋
子
英
文
、
童
名
は
真
蒲
戸
。

一
、
四
代
は
頭
石
垣
親
雲
上
英
乗
、
童
名
は
石
戸
能
。

右
、
お
そ
れ
多
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
申
し
あ
げ
ま
す
。
憲
章
氏
の
元
祖
は
、
も
と
嘉
平
村
に
お
り
ま
し
た
。

尚
真
王
（
一
四
七
七
〜
一
五
二
六
年
）
様
の
御
代
。

弘
治
年
間
（
一
四
八
八
〜
一
五
〇
五
年
）、
嘉
平
首
里
大
屋
子
職
に
あ
り
、
そ
の
こ
ろ

八
重
山
島
大
浜
の
赤
蜂
堀
川
原
と
申
す
者
二
人
が
謀
叛
を
企
て
ま
し
た
が
、
長
栄
氏
元
祖
の
頭
石
垣
親
雲
上
信
保
と
同
意
し
て
臣
節
を

守
り
ま
し
た
。
と
く
に
首
里
大
屋
子
は
武
芸
を
嗜
ん
で
い
ま
し
た
の
で
、
ま
ず
打
ち
殺
さ
な
く
て
は
島
中
が
一
心
に
な
ら
な
い
と
逆
賊

ど
も
が
計
略
を
め
ぐ
ら
し
、
仲
す
み
と
申
す
所
に
寄
り
合
い
、
島
中
願
事
の
「
饗
動

ふ
る
ま
い

」
を
も
っ
て
招
か
れ
た
の
で
、
注
意
も
せ
ず
に
で

か
け
ま
し
た
。
謀
叛
を
す
る
こ
と
な
の
で
し
き
り
に
断
り
、
上
代
に
は
わ
が
ま
ま
の
挙
動
に
て
兵
乱
が
あ
り
、
御
国
元
（
首
里
）
の
お

陰
を
こ
う
む
っ
て
以
来
は
静
謐
に
治
ま
っ
て
い
た
が
、
謀
叛
を
起
こ
せ
ば
万
民
が
騒
動
す
る
の
み
な
ら
ず
、
人
は
君
が
な
け
れ
ば
ど
う

や
っ
て
安
堵
い
た
す
べ
き
や
と
、（
謀
叛
に
）
同
意
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
殺
害
の
企
て
も
見
え
た
の
で
、
そ
の
場
を
逃
げ
去
り

ま
し
た
。（
逆
賊
の
）
野
心
は
と
ま
ら
ず
追
い
か
け
て
き
ま
し
た
が
、
大
勢
を
凌
い
で
帰
り
ま
し
た
。
途
中
、
隠
密
に
落
と
し
穴
を
構
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え
て
い
た
の
を
知
ら
ず
に
、
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
時
、
御
国
元
か
ら
討
ち
手
の
兵
船
が
遣
わ
さ
れ
て
謀
叛

を
治
め
、
右
の
臣
節
の
次
第
を
（
国
王
が
）
お
聞
き
に
な
り
、
八
人
の
男
子
に
首
里
大
屋
子
役
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
と
い
う
家
伝
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
系
図
家
譜
は
（
一
七
七
一
年
の
明
和
の
大
津
波
）
で
引
き
流
さ
れ
、
確
か
な
証
拠
が
な
く
な
っ
た
の
で
、
先
だ
っ
て

（
家
譜
を
）組
み
立
て
た
時
、
ぜ
ひ
と
も
記
載
し
た
い
の
で
大
略
の
記
録
を
記
そ
う
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
お
願
い
し
ま
す
の
は
、

ふ
さ
わ
し
い
こ
と
か
ど
う
か
お
そ
れ
き
わ
ま
り
な
い
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
右
の
よ
う
な
臣
節
に
よ
っ
て
今
ま
で
家
譜
を
続
け
て
こ
ら

れ
た
の
は
、
き
わ
め
て
冥
加
は
浅
く
な
い
次
第
と
思
い
ま
す
。
大
宗
系
図
に
は
、
四
代
頭
石
垣
親
雲
上
（
英
乗
・
不
詳
〜
一
六
〇
一
年
）

よ
り
元
祖
を
召
し
立
て
、
そ
れ
よ
り
上
の
三
代
は
記
録
が
あ
る
だ
け
で
、
後
代
に
な
っ
て
元
祖
を
忘
却
す
る
こ
と
に
も
な
り
、
と
り
わ

け
黙
止
が
た
き
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
何
と
ぞ
右
の
件
に
つ
い
て
ご
賢
慮
あ
そ
ば
さ
れ
、
家
伝
の
と
お
り
元
祖
を
組
み
立
て
る
よ
う
に
命

じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
こ
の
旨
を
よ
ろ
し
き
よ
う
に
お
取
り
な
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
頼
み
い
た
し
ま
す
。

以
上
。

巳
（
一
八
〇
九
年
）
十
一
月

憲
章
氏
　
耕
作
筆
者
　
　
　
　
憲
章
氏
九
世
盛
（
森
）
元
仁
也
英
普
（
一
七
七
五
〜
一
八
四
一
年
）

森
元
に
や
　
　
　
　
字
石
垣
八
六
番
地
、「
七
世
英
任
小
宗
」（
マ
イ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ヤ
ー
）

同
　
　
波
照
間
に
や
　
　
　
憲
章
氏
七
世
波
照
間
仁
也
英
舒
（
一
七
五
八
〜
一
八
三
一
年
）

字
新
川
二
三
三
番
地
、「
五
世
英
定
小
宗
」（
テ
ィ
チ
キ
ヤ
ー
）

同
　
　
杣
山
筆
者
　
　
　
　
不
明

黒
島
筑
登
之

同
　
　
若
文
子
　
　
　
　
　
憲
章
氏
九
世
亀
川
仁
也
英
匡
（
一
七
七
六
〜
一
八
三
九
年
）
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亀
川
に
や
　
　
　
　
字
石
垣
八
一
番
地
、「
七
世
英
光
小
宗
」（
ホ
ー
ン
ド
ゥ
ヌ
ジ
）

同
　
　
花
城
目
差
　
　
　
　
憲
章
氏
九
世
花
城
目
差
英
有
（
一
七
六
四
〜
一
八
一
四
年
）

字
石
垣
七
九
番
地
、「
七
世
英
應
小
宗
」（
マ
イ
ハ
テ
ロ
ー
ン
ス
ン
ヤ
ー
）

同
　
　
与
那
国
目
差
　
　
　
不
明

同
　
　
大
筆
者
　
　
　
　
　
憲
章
氏
十
世
大
筆
者
英
暢
（
一
七
七
一
〜
一
八
一
〇
年
）

字
新
川
二
六
〇
番
地
、「
十
世
英
暢
小
宗
」（
ハ
ゾ
ー
ン
ヤ
ー
）

同
　
　
伊
原
間
与
人
　
　
　
憲
章
氏
十
世
伊
原
間
与
人
英
泰
（
一
七
四
〇
〜
一
八
一
二
年
）

字
石
垣
二
九
〇
番
地
、「
三
世
英
政
小
宗
」（
マ
イ
ノ
ー
ラ
ス
ン
ヤ
ー
）

同
　
　
新
城
与
人
　
　
　
　
不
明

同
　
　
桃
原
与
人
　
　
　
　
憲
章
氏
八
世
桃
原
与
人
英
良
（
一
七
四
四
〜
一
八
一
三
年
）

字
石
垣
八
六
番
地
、「
七
世
英
任
小
宗
」（
マ
イ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ヤ
ー
）

こ
の
「
口
上
覚
」
に
は
、
不
可
解
な
出
来
事
だ
が
、
請
願
者
十
名
の
な
か
に
本
家
の
字
大
川
二
八
七
番
地
の
憲
章
姓
大
宗
英
乗
家
（
ダ
ー

ナ
ー
ヤ
ー
）
の
方
が
い
な
い
。
も
し
、
そ
の
記
述
が
正
し
け
れ
ば
、
仲
間
満
慶
山
の
父
は
元
之
主
。
母
は
嘉
平
村
の
仲
間
つ
か
さ
か
も
い
。

ま
た
、
一
五
〇
〇
年
、
大
浜
の
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
（
赤
蜂
）
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
（
堀
川
原
）
に
殺
害
さ
れ
た
憲
章
姓
の
初
祖
・
仲
間
満
慶
山
は
、

元
祖
に
位
置
付
け
ら
れ
て
英
極
（
童
名
・
満
慶
山
）
と
名
乗
り
、
論
功
行
賞
で
尚
真
王
世
代
の
弘
治
年
間
（
一
四
八
八
〜
一
五
〇
五
年
）
に

琉
球
王
国
か
ら
嘉
平
首
里
大
屋
子
の
役
職
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

憲
章
姓
大
宗
英
乗
（
童
名
・
石
戸
能
）
は
四
代
に
位
置
付
け
ら
れ
、
二
代
嘉
平
首
里
大
屋
子
英
潔
（
童
名
・
石
戸
能
）、
三
代
嘉
平
首
里
大
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屋
子
英
文
（
童
名
・
真
蒲
戸
）
な
ど
と
、「
嘉
平
首
里
大
屋
子
」
の
役
職
名
や
「
英
」
の
名
乗
名
や
童
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本

家
の
『
憲
章
姓
大
宗
英
乗
』
家
譜
の
元
祖
・
石
垣
親
雲
上
英
乗
の
項
に
は
「（
略
）
父
満
慶
山
長
子
嘉
平
首
里
大
屋
子
、
童
名
佐
嘉
伊
長
子

嘉
平
首
里
大
屋
子
、
童
名
満
慶
山
家
伝
」
と
記
載
さ
れ
、
初
代
の
満
慶
山
や
二
代
嘉
平
首
里
大
屋
子
佐
嘉
伊
、
三
代
嘉
平
首
里
大
屋
子
満
慶

山
と
「
英
」
の
名
乗
名
が
な
い
。

ま
た
、
大
宗
家
譜
の
本
文
の
童
名
と
一
八
〇
九
年
作
成
の
「
口
上
覚
（
請
願
書
）」
の
童
名
な
ど
が
一
致
し
な
い
。
仲
間
満
慶
山
は
那
礼

当
、
那
礼
重
利
や
明
宇
底
獅
子
嘉
殿
（
獅
子
嘉
・
シ
シ
カ
ト
ノ
）
と
同
様
に
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
に
殺
害
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
論
功
行
賞
で
は
仲
間
満
慶
山
だ
け
が
、
こ
の
「
口
上
覚
」
を
見
る
と
英
極
と
名
乗
り
、
尚
真
王
世
代
の
弘
治
年
間
（
一
四
八
八
〜
一
五

〇
五
年
）
に
蘇
っ
て
嘉
平
首
里
大
屋
子
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
憲
章
姓
元
祖
・
仲
間
満
慶
山
の
男
子
八
人
の
子
は
首
里
大
屋
子
に
任
じ
ら
れ

た
と
あ
る
が
、
二
男
か
ら
八
男
の
名
は
ど
こ
の
首
里
大
屋
子
に
任
じ
ら
れ
た
の
か
分
か
ら
な
い
。

川
平
村
の
宇
根
家
出
自
の
嘉
善
姓
大
宗
永
展
は
「
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
の
乱
」
の
と
き
功
労
が
あ
っ
た
と
し
て
、
尚
真
王
世

代
の
正
徳
年
間
（
一
五
〇
六
〜
二
一
年
）
に
嘉
平
首
里
大
屋
子
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
が
家
譜
に
記
さ
れ
て
い
る
。
仲
間
満
慶
山
（
不
明
〜
一

五
〇
〇
年
）
を
祖
と
す
る
憲
章
姓
と
嘉
善
姓
と
の
つ
な
が
り
の
深
さ
は
、
両
者
の
家
譜
の
童
名
を
詳
細
に
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
分
か
る
。

嘉
善
氏
四
世
永
恒
の
童
名
は
満
慶
山
で
、
永
恒
は
憲
章
姓
大
宗
英
乗
の
長
女
の
婿
養
子
と
な
っ
て
二
世
英
恒
と
改
名
し
、
尚
寧
王
世
代
の
万

暦
年
間
（
一
五
七
三
〜
一
六
二
〇
年
）
に
波
照
間
首
里
大
屋
子
と
な
っ
て
い
る
。
嘉
善
氏
五
世
永
政
の
童
名
も
満
慶
山
で
あ
る
。

『
山
陽
姓
大
宗
長
光
』
家
譜
に
よ
る
と
仲
間
満
慶
山
の
八
人
の
子
は
首
里
大
屋
子
職
に
任
じ
ら
れ
た
と
あ
る
が
、
二
男
か
ら
八
男
の
名
は

ど
こ
の
首
里
大
屋
子
に
任
じ
ら
れ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
現
存
す
る
家
譜
か
ら
当
時
の
嘉
平
首
里
大
屋
子
職
に
つ
い
た
者
の
名
を
調
べ
る

と
、
憲
章
姓
大
宗
英
乗
の
祖
父
で
童
名
の
佐
嘉
伊
、
嘉
善
姓
大
宗
永
展
の
名
が
出
て
く
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
満
慶
山
の
八
人
の
子
の

一
人
が
永
展
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。



89 第1章　オヤケアカハチ・ホンカワラの乱について

嘉
善
姓
一
門
の
マ
イ
カ
ビ
ラ
ン
ヤ
ー
の
川
平
永
介
氏
（
東
京
八
重
山
文
化
研
究
会
顧
問
）
は
、
八
人
の
首
里
大
屋
子
（
シ
ナ
バ
グ
）
の
一

人
が
嘉
善
姓
大
宗
永
展
だ
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
祖
母
の
川
平
マ
イ
ツ
（
一
八
五
九
〜
一
九
三
六
年
）
か
ら
よ
く
聞
か
さ
れ
た
こ
と
を
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
ヤ
ー
ヌ
　
シ
ナ
バ
グ
　
デ
　
ア
ン
ギ
　
兄
弟
ド
ゥ
　
ヤ
ロ
ッ
タ
　
チ
ョ
（
八
人
首
里
大
屋
子
と
い
っ
て
兄
弟
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
）、

嘉
善
氏
―
登
野
城
ン
ガ
レ
ー
　
バ
ギ
ャ
ー
ド
ウ
　
ヤ
ー
ム
ト
ゥ
（
嘉
善
氏
は
、
登
野
城
で
は
う
ち
が
本
家
だ
よ
）、
し
っ
か
り
し
な
さ
い
よ
。」

「
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
の
乱
」
以
後
も
、
憲
章
姓
と
嘉
善
姓
一
門
の
人
々
は
、
童
名
の
名
付
け
や
養
子
縁
組
な
ど
、
よ
り
親

密
な
関
係
を
深
め
て
い
て
、
川
平
出
自
の
仲
間
満
慶
山
同
一
系
統
の
一
族
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
八
重
山
の
キ
リ
シ
タ
ン
事

件
（
一
六
二
四
〜
四
二
年
）
で
は
、
嘉
善
姓
一
族
の
五
世
の
二
男
・
永
將
（
本
宮
良
頭
）、
三
男
・
永
弘
（
前
宮
良
頭
）、
六
男
・
永
定
（
宮

良
与
人
）
の
三
人
が
関
わ
り
、
琉
球
王
国
や
薩
摩
、
幕
府
な
ど
に
盾
つ
い
た
大
事
件
と
な
っ
た
。

一
五
〇
〇
年
「
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
の
乱
」
に
よ
る
嘉
善
姓
大
宗
永
展
の
活
躍
や
功
績
な
ど
に
つ
い
て
、『
中
山
世
譜
』
や

『
球
陽
』、『
琉
球
国
旧
記
』、『
八
重
山
島
大
阿
母
由
来
記
』、『
八
重
山
島
年
来
記
』
等
々
に
、
一
言
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
時
代
の

下
っ
た
キ
リ
シ
タ
ン
事
件
の
波
紋
が
そ
れ
だ
け
大
き
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
史
書
編
纂
の
際
、
王
国
が
意
図
的
に
削
除
し

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
の
八
重
山
蔵
元
時
代
の
史
料
旧
記
の
中
か
ら
年
代
順
に
「
ア
カ
ハ
チ
ら
の
乱
」
の
理
由
、
首
謀
者
名
、
関
係
す
る
人
物
、
戦
力
な

ど
を
一
覧
表
に
す
る
と
次
の
ペ
ー
ジ
の
よ
う
に
な
る
。




